
携帯トイレ

目
で
は
判
断
で
き
な
い
発
見
も

あ
り
ま
し
た

。

枝

打

ち

体

験

で

は

「
お

い

ち
ゃ
ん
俺
う
ま
い
や
ろ

。
天
才

ち
ゃ
う
ん
か
い

」
と
大
阪
の
ノ

リ
で
自
画
自
賛
し
作
業
に
熱
中

し
て
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

た

。午
後
は
紀
元
杉

、
屋
久
杉
ラ

ン
ド
を
見
学
し

、
最
後
に
子
供

達
か
ら

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

」
と
の
お
礼
の
言
葉
を

も
ら
い

、
次
の
目
的
地
に
向
か

う
バ
ス
を
職
員
一
同
で
見
送

っ

て
無
事
終
了
し
ま
し
た

。

１～３

当
署
で
は
屋
久
島
自
然
休
養

林

（
白

谷

雲

水

峡

）
に

お

い

て

、
ガ
イ
ド
が
随
行
し
て
い
る

利
用
者
を
対
象
に

、
第
二
回
携

帯
ト
イ
レ
導
入
試
験
を
七
月
一

八
日
～

七
月
二
○
日
の
三
日
間

実
施
し
ま
し
た

。

今
回
の
試
験
で
は

、
一
二
九

名
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た

。
ご
協
力
感
謝
い
た
し

ま
す

。

な
お

、
試
験
結
果
や
ア
ン
ケ

縄
文
杉
の
折
損
落
下
枝
に
つ
い
て

当
署
で
は
八
月
二
日
に

、
関

係
機
関
等
に
ご
参
集
頂
き
台
風

四
号
に
よ
り
折
損
落
下
し
た
縄

文
杉
枝

（
長
さ
三

、
八
ｍ

、
太

さ

三

〇

㎝

（
折

損

元

部

の

径

）
）
の
状
況
等
の
説
明
と
落

下
枝
の
今
後
の
処
理
方
策
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た

。

今
回

、
折
損
落
下
し
た
枝
の

取
扱
は
①
特
に
登
山
者
が
集
中

す
る
時
期
で
あ
る
た
め

、
搬
出

に
当
た

っ
て
の
安
全
対
策
や
周

辺
へ
の
立
入
規
制
を
講
ず
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と

、
②
材
の
腐

朽
が
進
み
や
す
く

、
か
つ

、
ヘ

ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ

森林教室の様子

検討会の模様
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ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ
稚樹

草本層

４～７ 40亜高木層 ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ

低木層

標高７００ｍヤクタネゴヨウ群落プロット内の階層区分状
況 （稚樹出現本数も含む）と５年前との経年変化

優占種

高木層
その他高木層(ｲｽﾉｷ優占）

小
・
中
・
高
生

、
枝
打
ち
等
森
林
整
備
活
動
に
挑
戦

50

存在せず

ﾖｺﾞﾚｲﾀﾁｼﾀﾞ １ｍ未満

８～１４
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西部地域におけるﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ分布調査
（平成１６年度調査）
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『
森
林
教
室
を
開
催

』

屋
久
島
体
験
ス
ク
ー
ル

産
経
新
聞
大
阪
本
社
主
催
の

か
が
や
き
未
来
塾
夏
休
み
特
別

版

「
屋
久
島
体
験
ス
ク
ー

ル

」

が
七
月
二
九
日
～

八
月
一
日
ま

で
開
催
さ
れ
当
署
で
は
体
験
林

業
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
り

、

三
〇
日
に
遊
々
の
森
で
枝
打

、

歩
道
修
理

、
丸
太
切
り
と
い

っ

た
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た

。

参
加
者
が
小
学
四
年
生
か
ら

高
校
生
ま
で
と
幅
広
い
た
め

、

作
業
内
容
を
体
力
に
あ

っ
た
も

の
に
班
分
け
し
て
実
施
し
ま
し

た

。子
供
達
は
ノ
コ
ギ
リ
や
鍬
な

ど
初
め
て
使
う
道
具
に
苦
戦
し

な
が
ら
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た

が

、
器

用

な

女

の

子

が

い

た

り

、
全
然
切
れ
な
い
男
の
子
が

い
た
り
と
個
性
に
富
ん
で
見
た

20

全体的な階層状況や構成種、ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの状態には大きな変
化はみられなかった。一部の枝にﾏﾂ材線虫病によると思われ
る着葉赤変がみとめられ、全体的な着葉量も少なく衰退しつつ
あった。特に該当するﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳには全く変化がみられない。し
かし細かいところに目を向けると、以前は低木であったｱｵｶﾞｼや
ﾋｻｶｷ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷの数本が亜高木に生長していたのと、低木のｻ
ｸﾗﾂﾂｼﾞとﾋｻｶｷ等の本数が若干減少していた。なお草本層の被
植率は変わらないが、大まかな出現種が若干減少していた。

10ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ

樹高（ｍ）植比率（％）

屋久島生態系モニタリング

地
に
存
置
し
た
落
枝
に
対
す
る

悪
戯
等
を
防
止
す
る
た
め

、
引

き
続
き
W
e
b
カ
メ
ラ

、
森
林

保
護
員
等
に
よ
る
縄
文
杉
及
び

そ
の
周
辺
の
監
視
活
動
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が

、
登
山

者
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー

遵
守

と
関
係
者
相
互
の
呼
び
か
け
が

不
可
欠
と
考
え
て
お
り

、
登
山

者
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す

。

枝打ち作業を体験

リ
コ
プ
タ
ー

の
つ
り
上
げ
能
力

が
低
い
夏
期
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え

、
今
回
落
下
し
た
枝
は
麓

に
運
び
出
さ
ず
に

、
現
地
で
自

然
状
態

の
ま
ま

存
置
す

る
こ
と

と
し

、

関
係
者

の
賛
同

を
得
ま

し
た

。

当
署

で
は
現

屋久島の植物携

帯

ト

イ

レ

導

入

試

験

に

つ

い

て

屋
久
島
の
固
有
種

。
標
高
一

七
〇
〇
ｍ
付
近
か
ら
見
ら
れ
る

落
葉
低
木

。
高
さ
五
〇
㌢
～

一

㍍
程

。
葉
は
柔
ら
か
く
枝
先
に

輪
生
す
る

。
長
さ
五
㌢
程
の
花

柄
を
伸
ば
し

、
赤
紫
色
の
花
を

ま
と
め
て
つ
け
る

。

花
期
は
六
～

八
月

じんちょうげ科
ｼｬｸﾅﾝｶﾞﾝﾋﾟ

ー

ト

の

集

計

に

つ

き

ま

し

て

は

、
集
計
作
業
等
が
終
わ
り
し

だ
い
公
表
い
た
し
ま
す

。

次
回
の
試
験
に
つ
き
ま
し
て

は

、
九
月
頃
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で

、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す

。



※「この雨量観測は気象業務法６条１項１の研究のために行う気象の観測となっています。」

観測点
宮之浦林道

３３支線
淀川登山道

入 口

標 高 ５００ｍ １,３８０ｍ

１月 欠測 (3.0)

２月 309.0 (20.5)

３月 330.5 欠測

４月 (126.0) 欠測

５月 欠測 欠測

６月 欠測 (171.0)

７月 (26.0) 463.0

８月 194.0 407.0

９月 417.0 313.0

１０月 159.0 99.0

１１月 586.5 625.5

１２月 519.5 463.0

合 計 2,667.5 2,565.0

※ ( )書きは月の一部を集計しているもの。

平成１９年７月２４日（火）から当分の間
町道荒川線入口（荒川三叉路）～荒川登山口
屋久杉自然館～町道荒川線入口（荒川三叉路）～荒川登山口
荒川線入口（荒川三叉路）に駐車場は一切ございませんので、登山口
を利用される方は、屋久杉自然館よりｼｬﾄﾙﾊﾞｽをご利用ください。

至白谷雲水峡

楠川別れ

車両通行止め区間

一部崩落
箇 所

ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ
荒川三叉路

屋久杉自然館

『洋上アルプスNO.１４９号裏面』屋久島森林環境保全センター

平 成 １ ８ 年 月 別 ・ 地 点 別 雨 量 観 測 デ ー タ

至宮之浦・空港

大川林道
終 点

１,０２０ｍ

欠測

欠測

欠測

欠測

262.0

欠測

(964.5)

欠測

(1.0)

347.0

87.5

54.0

328.5

310.5

169.5

59.5

315.5

欠測

欠測

(381.5)

1,178.0

黒味岳山頂
付 近

１,８００ｍ

184.5

(181.0)

231.5

白 谷
２１６林班

小 杉 谷
事業所跡

６８０ｍ５６０ｍ

489.0欠測

226.5 369.5

欠測352.0

276.0 欠測

(395.0)欠測

1,545.5

362.5

333.5

欠測

欠測

欠測

欠測

欠測

欠測

3,358.5854.5

至尾之間

荒川登山口

1,697.5

町道荒川線の通行止め及びシャトルバス運行のご案内

期 間 ：
通 行 止 め ：
運 行 区 間 ：
ご 注 意 ：

至淀川登山口

至縄文杉

（ｼｬﾄﾙﾊﾞｽによる
ﾋﾟｽﾄﾝ運行）

縄文杉への登山口である荒
川三叉路～荒川登山口までの
道路が台風４号の影響により一
部崩落しており、全面復旧には
日数がかかるものと思われま
す。そこで、上記のとおりｼｬﾄﾙ
ﾊﾞｽを運行していますので、ご
理解とご協力をよろしくお願い
致します。

なお、白谷雲水峡線について
は、通常どおりですが混雑が予
想されるため出来る限り公共交
通機関をご利用ください。

保全ｾﾝﾀｰ

５ｍ

欠測

ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ
運行区間

5,545.0

374.0

181.5

930.5

564.0

欠測303.0

欠測

欠測

230.5

欠測

欠測

327.0

92.0

22.5

127.5

欠測

1,102.5


